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日高　洋

災
害
支
援
ナ
ー
ス
と
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
に
、
日
本
看
護
協
会
が
作
っ
た
災
害

時
看
護
の
制
度
の
こ
と
で
す
。
救
急
医
療
の
現
場

で
、
多
数
の
傷
病
者
を
重
症
度
と
緊
急
性
に
よ
っ

て
、
治
療
の
優
先
度
を
四
段
階
に
判
定
す
る
「
ト
リ

ア
ー
ジ
」（
フ
ラ
ン
ス
語
の
選
別 triage 
に
由
来
）

や
応
急
処
置
、
心
の
ケ
ア
な
ど
の
研
修
を
受
け
た
看

護
師
四
八
〇
〇
人
余
り
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
能
登
半
島
地

震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
今
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
派
遣
は
四

回
目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
看
護
協
会
は
今
年
三
月
二
十
二
日
、
現
地
で

被
災
者
の
看
護
を
行
う
「
災
害
支
援
ナ
ー
ス
」
の
第

一
陣
と
し
て
、
愛
知
、
山
梨
、
石
川
、
東
京
の
四
都

県
看
護
協
会
に
所
属
す
る
計
二
十
人
を
宮
城
に
派
遣

し
ま
し
た
。

現
地
で
の
活
動
内
容
は
主
に
、
被
災
者
へ
の
医

療
・
看
護
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
被
災
し
た

現
地
の
看
護
職
の
方
を
心
身
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
な
ど
、
大
切
な
任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

同
協
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
と
、
災
害
支
援
ナ

ー
ス
の
選
出
条
件
は
、
判
断
力
や
行
動
力
な
ど
の
あ

る
資
質
を
備
え
、
看
護
職
経
験
に
つ
い
て
は
、
ひ
と

と
お
り
の
看
護
が
一
人
で
で
き
る
（
お
お
む
ね
三
年

か
ら
五
年
）
な
ど
、
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
門
領
域
も
災
害
の
時
間
経
過
と
と
も
に
変

化
す
る
状
況
を
考
慮
し
四
段
階
に
分
け
て
い
ま
す
。

一
段
階
：
災
害
発
生
か
ら
初
動
﹇
三
日
程
度
﹈（
救

命
救
急
ト
リ
ア
ー
ジ
、
緊
急
時
看
護
管
理
な
ど
）

二
段
階
：
初
動
か
ら
初
期
対
応
﹇
三
日
目
か
ら
二
週

間
﹈（
内
科
・
外
科
系
看
護
、
慢
性
疾
患
看
護
な

ど
）

三
段
階
：
中
期
対
応
﹇
数
週
間
か
ら
三
ヵ
月
﹈（
精

神
看
護
、
地
域
看
護
な
ど
）

四
段
階
：
長
期
対
応
（
三
ヵ
月
以
上
）（
地
域
看

護
、
精
神
看
護
な
ど
）

震
災
に
あ
っ
た
方
々
へ
心
身
の
ケ
ア
を
す
る
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
、
被
災
地
の
支
援
活
動
は

こ
う
し
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
と
誠
意
と
た
ゆ
ま

ぬ
行
動
で
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

被
災
地
に
笑
顔
を
届
け
る
大
切
な
役
割

“よく受ける検査”の意味
●グロブリンとは何ですか？
「総蛋白」－「アルブミン」の計算式で算出さ
れます。

●グロブリンの値が低いときは、どうい
った病気が考えられますか？
免疫不全症などが考えられます。

●グロブリンの値が高いときは、どうい
った病気が考えられますか？
多発性骨髄腫、マクログロブリン血症、自
己免疫疾患、慢性肝疾患（慢性肝炎、肝硬
変）、慢性感染症、悪性腫瘍などが考えられ
ます。多発性骨髄腫とマクログロブリン血症
は、抗体を作る形質細胞の癌で、1種類の抗
体が大量に作られます。自己免疫疾患とは、
自己の組織に反応するリンパ球が活性化する
病気で、関節リウマチ（関節が腫れて痛む病
気）、橋本病（甲状腺が腫れる病気）などで
す。

●グロブリンの値が低いときあるいは高
いとき、つぎに行う検査は何ですか？
蛋白分画（図参照）という検査を行いま
す。この検査でグロブリンは、α₁グロブリ
ン、α₂グロブリン、βグロブリン、γグロ
ブリンに分けられます。α₁グロブリンは
α₁ -アンチトリプシン（トリプシンなどの
働きを抑える）などで、主に肝臓で作られま
す。α₂グロブリンはハプトグロビン（ヘモ
グロビンと結合する）などで、主に肝臓で作
られます。βグロブリンはトランスフェリン

（鉄と結合する）などで、主に肝臓で作られ
ます。γグロブリンはIgG（ウイルスなどと
結合する）などで、主に白血球で作られま
す。

●蛋白分画で何がわかりますか？
多発性骨髄腫、マクログロブリン血症で
は、Mピークという特徴的な波形を示しま
す。その他にも、急性炎症（急性感染症、心
筋梗塞など）、慢性炎症（慢性感染症、自己
免疫疾患、悪性腫瘍など）、肝硬変、ネフロ
ーゼ症候群（尿に大量の蛋白が出る病気）な
どの診断にも役立ちます。

●多発性骨髄腫、マクログロブリン血症
が疑われた場合、次にどういった検査
を行いますか？
免疫電気泳動という検査と免疫グロブリン
量（IgG量など）の検査を行い、さらに疑い
が深まれば、骨髄検査を行います。

●自己免疫疾患が疑われた場合、次にど
ういった検査を行いますか？
関節リウマチが疑われる場合にはリウマト
イド因子など、橋本病が疑われる場合には抗
サイログロブリン抗体などを測定します。

●慢性肝疾患が疑われた場合、次にどう
いった検査を行いますか？
肝炎ウイルスの感染が疑われる場合には
HBs抗原、HCV抗体などを調べます。また、
超音波検査で肝臓の状態を調べます。

グロブリン
 （Glob）
の検査について

専 門 医 が 教 え る
献
血
―
検
査
が
く
れ
た
も
の

 

加
藤　

融
（
五
十
二
歳
／
東
京
都
）

平
成
22
年
度　

第
11
回　

一
般
公
募
エ
ッ
セ
イ　
「
検
査
が
く
れ
た
も
の
」　

入
賞
作
品
の
紹
介

●

努
力
賞

赤
い
血
が
透
明
の
チ
ュ
ー
ブ
の
中

を
流
れ
る
。
そ
の
先
頭
部
分
が
す
ー

っ
と
す
べ
る
よ
う
に
し
て
、
頭
の
す

ぐ
脇
に
あ
る
、
な
に
や
ら
回
転
し
て

い
る
機
械
の
中
に
吸
い
こ
ま
れ
て
い

く
。
献
血
の
始
ま
り
だ
。

定
期
的
に
献
血
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
三
年
に
な
る
。
た
ま
た
ま

訪
れ
た
献
血
ル
ー
ム
で
、
壁
に
貼
っ

て
あ
っ
た
一
編
の
記
事

―
病
気
と

闘
っ
て
い
る
子
供
た
ち
が
献
血
を
必

要
と
し
て
い
る

―
を
読
ん
で
か
ら

だ
。誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
。
そ
う
い

う
思
い
で
始
め
た
献
血
だ
が
、
同
時

に
行
わ
れ
る
血
液
検
査
は
、
私
自
身

の
健
康
管
理
に
役
立
つ
と
と
も
に
、

常
に
正
し
い
生
活
の
仕
方
を
示
し
て

く
れ
る
指
南
役
と
な
っ
た
。

検
査
後
、
血
液
検
査
の
結
果
が
十

日
位
で
郵
送
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
を

見
て
、
妻
が
言
う
。

「
あ
な
た
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上

が
っ
て
い
る
わ
よ
。
外
で
何
を
食
べ

て
い
る
の
？　

ち
ょ
っ
と
気
を
ゆ
る

め
る
と
、
も
う
こ
れ
な
ん
だ
か
ら
」

「
ボ
ク
だ
っ
て
気
を
つ
け
て
い
る

よ
。
ほ
ら
、
こ
の
数
値
は
三
回
前
の

と
近
い
だ
ろ
。
今
回
特
に
悪
く
な
っ

た
わ
け
じ
ゃ
あ
な
い
よ
。
標
準
内
だ

よ
」と

、
私
は
一
緒
に
つ
い
て
く
る

「
標
準
値
表
」
を
指
し
て
、
少
し
だ

け
反
論
し
て
み
る
。

「
で
も
ね
え
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、

で
き
る
だ
け
い
い
血
を
献
血
し
た
ほ

う
が
い
い
わ
よ
。
私
は
血
液
に
い
い

料
理
を
作
る
か
ら
、
あ
な
た
は
い
い

血
を
作
っ
て
困
っ
て
い
る
人
に
分
け

て
あ
げ
て
ね
」

妻
は
血
液
の
比
重
が
標
準
よ
り
軽

く
献
血
で
き
な
い
。
だ
か
ら
な
の

か
、
自
分
の
分
ま
で
献
血
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

私
は
頑
張
る
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は

ノ
ン
オ
イ
ル
。
肉
と
魚
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
る
。
昼
の
外
食
は
特
に
注

意
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
献
血
予
約

日
の
二
日
前
か
ら
禁
酒
す
る
。

血
液
検
査
は
生
化
学
検
査
と
血
球

計
数
検
査
と
い
う
内
容
で
、
十
五
も

の
項
目
を
検
査
し
て
く
れ
る
。
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
だ
け
じ
ゃ
あ
な
い
。
グ

リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
い
う
糖
尿
病
検

査
の
項
目
も
あ
る
し
、
白
血
球
の
増

減
は
細
菌
感
染
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

可
能
性
を
読
み
と
れ
る
。

病
気
が
発
症
す
る
前
に
病
院
へ
行

っ
て
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
だ
。

だ
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
あ
り
が

た
く
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
検
査
結
果
の
お
か
げ
で
妻
と

の
会
話
が
確
実
に
増
え
た
こ
と
だ
。

　

―
お
互
い
の
こ
と
を
も
っ
と
も

っ
と
知
り
た
く
て
、
絶
え
間
な
く
話

を
し
て
い
た

―
そ
ん
な
出
会
っ
た

頃
、
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
途
切

れ
が
ち
だ
っ
た
私
た
ち
夫
婦
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
潤
滑
油
が
注
ぎ

込
ま
れ
た
。
二
人
の
間
に
一
緒
に
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
一
輪
の
花
が
咲

い
た
の
だ
。
ひ
と
つ
違
う
こ
と
と
言

え
ば
、
多
少
の
遠
慮
が
な
く
な
り
、

ず
け
ず
け
と
言
い
た
い
こ
と
を
言
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
よ
り
深
く
お

互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
味
わ
い

深
い
関
係
だ
。

先
日
も
献
血
に
行
っ
て
き
た
。
今

度
の
検
査
結
果
を
見
て
、
私
と
妻
は

ど
ん
な
会
話
を
す
る
の
だ
ろ
う
。

有
害
な
紫
外
線
が

オ
ゾ
ン
破
壊
で
増
加
中

太
陽
の
光
の
う
ち
、
目
に
見
え
な
い
も
の

が
赤
外
線
と
紫
外
線
で
す
。
紫
外
線
は
、
地

表
に
届
く
光
の
中
で
波
長
（
四
〇
〇
ナ
ノ
メ

ー
ト
ル
以
下
）
が
も
っ
と
も
短
い
も
の
。
そ

の
う
ち
、
波
長
の
長
い
順
に
、
Ｕ
Ｖ‒

Ａ

（
地
表
に
届
き
長
時
間
浴
び
る
と
有
害
）、
Ｕ

Ｖ‒

Ｂ
（
有
害
で
日
焼
け
や
皮
膚
が
ん
の
原

因
を
作
る
）、
Ｕ
Ｖ‒

Ｃ
（
地
表
に
届
か
な

い
）
の
三
段
階
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
（
成
層
圏
で
十
〜
五
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
上
空
）
は
本
来
、
太
陽
か
ら
の
有
害

な
紫
外
線
を
吸
収
し
、
地
上
の
生
態
系
を
保

護
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
排
気
ガ
ス
な
ど
か
ら
生

じ
た
塩
素
・
臭
素
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
破
壊
が

進
み
、
有
害
紫
外
線
（
Ｕ
Ｖ‒

Ｂ
）
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
日
焼
け
や
シ
ミ
を
作
る
だ
け

で
な
く
、
皮
膚
が
ん
や
白
内
障
な
ど
健
康
へ

の
影
響
や
、
気
候
へ
の
影
響
が
生
じ
て
い
ま

す
。紫

外
線
は
、
殺
菌
作
用
（
布
団
を
干
す
な

ど
ダ
ニ
退
治
）
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
産
生
す
る

な
ど
よ
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｕ
Ｖ‒

Ｂ
は

肌
の
中
の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
を
沈
着
さ
せ
、
Ｕ

Ｖ‒

Ａ
は
シ
ワ
や
た
る
み
の
元
と
な
る
皮
膚

の
老
化
、
乾
燥
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

曇
り
の
日
も
ご
用
心
！

紫
外
線
対
策

環
境
省
『
紫
外
線
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル

二
〇
〇
八
』
に
よ
る
と
、
紫
外
線
は
①
南
に

行
く
ほ
ど
強
い
、
②
春
か
ら
初
秋
（
四
月
〜

九
月
）
に
か
け
て
強
い
、
③
正
午
を
は
さ
む

数
時
間
（
午
前
十
時
〜
午
後
二
時
）
が
強

い
、
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
陰
は
紫
外
線
の
強
さ
が
直
射
日

光
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
曇
り
の
日
は

晴
天
の
日
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
照
り
返
し
が
あ
る
場
所
や

砂
浜
で
は
、
反
射
の
影
響
で
一
二
五
パ
ー
セ

ン
ト
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
●
曇
り
で
も
油
断
し
な
い
で
日

傘
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
帽
子
を
利
用
す
る
、
●

照
り
返
し
の
あ
る
道
は
で
き
れ
ば
避
け
る
、

●
布
目
の
し
っ
か
り
し
た
生
地
の
長
袖
を
着

る
、
●
長
時
間
日
光
を
浴
び
な
い
、
な
ど
工

夫
し
た
い
も
の
で
す
。

紫外線を予防する紫外線を予防する
シミ、シワなど皮膚の老化の最大の敵!

写真一般公募

「わたしの一枚」

•宛 先•
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One
Shot!

今
月
の
言
葉
109

災
害
支
援
ナ
ー
ス

8月は食品衛生月間8月は食品衛生月間
食中毒防止！食中毒防止！

①菌をつけない！①菌をつけない！

②菌を増やさない！②菌を増やさない！

③菌をやっつける！③菌をやっつける！

ラボ通信

アルブミン グロブリン

α₁ α₂ β γ

蛋白分画


